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『冬の味覚を楽しむデイキャンプ２０１６』 
2 月 14 日(日)垂水スポーツガーデン(神戸市垂水区)にて 

 

冬でもキャンプ。会員交流事業「冬の味覚を楽

しむデイキャンプ」が、明石大橋を望む上記で今

年も催され、季節外れの暖かさにも恵まれて、家

族参加も含め 20 名が来場されました。回を重ね

て 4年目ですが、献立は毎年変わります。 

 

【当日の献立】 
 

瀬戸内より、焼きガキ、茹で海老、ハマチのたたき 

相生より、ローストビーフ、ゆで鶏 

丹波より、鹿肉のロースト 

北播磨より、季節野菜の炊き込みごはん、焼きいも 

 

午前 11 時にメニューが発表され、野外調理に長けた参加者の皆さ

んは、手分けして調理にかかりました。協会のオリジナル手作り器

具の“一斗缶エコかまど”が活躍。たちまちバーベキュースタンド

に炭火が準備され、牡蠣の炭火焼きで会食がスタート。 

続いてハマチのタタキに舌鼓。季節

野菜の炊き込みご飯と茹で海老とゆで

鶏、隣のスタンドではダッチオーブン 

で鹿肉のローストが出来上がり、薬味はハーブ塩とポン酢

で。 

最後に棒巻きパンと焼きいもができたころには、皆さん満腹になったようで、準備さ

れた食材はすべて完食！ 

この献立に使用した調理道具は少なく、炭はちょうど使い

きって調理完了。洗いものが最小限になり、あと片付けは短

時間で終了しました。 

そのあと参加者同士の親交をさらに深め、午後２時に散

会しました。          (報告者 朝倉 克浩) 

２ ０ １ ６ ．４

NO.８５ 
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(公社)日本キャンプ協会公認 ２０１６年度 

 

 

 

 

―  スタンダードを大切にした安全で楽しいキャンプ ― 

 キャンプを楽しむ基本スキル、考え方を学びます。また、危機対応や安全管理の技術も今日は

必須です。指導者を目指す方に、体系的に学んでいただける講習です。全期間修了後、希望者は

検定を経て、(公社)日本キャンプ協会認定のキャンプ・インストラクター資格が取得できます。 
 

日 時 2016 年６月１２日(日) 10:00～16:30 ６月１８日(土) 10:00～１９日(日)15:30(1 泊２日) 

会 場 ＯＡＡはりまハイツ（加古川市加古川町日岡山 http://www.harima-heights.com/） 

内 容 キャンプ理論、基礎実技、応用実技計２０時間を講習 

※終了後の検定試験合格者は日本ｷｬﾝﾌﾟ協会認定のｷｬﾝﾌﾟｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ資格が取得可。(費用は別途) 

対 象 定員２０名程度 

学校や地域、職域また青少年団体をはじめ、教育・福祉活動に従事する方、それをめざして

いる方。上記の趣旨、内容に興味・関心のある方（資格申請は 18歳以上） 

参加費 １１,８００円（講習用専門テキスト､宿泊費､3日間(自炊含む 5食)の食事費、保険料含む） 

申込み 氏名、住所、電話№、年齢、性別、勤務先又は学校名を明記、ﾒｰﾙ又は FAX・郵送にて兵庫県 

キャンプ協会迄。参加費納入確認後、正式受付とします。(※６月８日(水)締切) 

その他 資格取得検定・申請の費用は１５,０００円。最終日に別途納入が必要です。 

（申請費用には受験料、公認料、登録料、入会金、初年度会費等が含まれます） 

参加費振込口座・銀行振込：三井住友銀行神戸駅前支店 普通№7549534 

       ・ゆうちょ銀行：14250-276351  いずれも名義は兵庫県キャンプ協会 

 ・活動しやすい服装でご参加下さい。実習の材料･用具は主催者で用意しますが、作業用手袋、

タオル、マイカップなど個人装備は各自でご用意下さい。宿泊関係は初日にもご案内します。 

・キャンセル料：実施日の１週間前より発生(3,000 円)。前日以降は全額になります。  

*お申込みお問い合わせは 

 兵庫県ｷｬﾝﾌﾟ協会 ☎/FAX 078(333)7677  E-mail:hyogo@camping.or.jp  

      650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3 兵庫県民会館８階 ＯＡＡ気付 まで 

1 日目  ６月１２日(日) 

 

２日目  ６月１８日(土) ３日目  ６月１９日(日) 
 

9:30 

10:00 

 

 

 

 

 

12:00 

13:00 

 

 

 

 

 

16:30 

 

 

受付 

開講 オリエンテーション 

●キャンプの特性〈理論〉 

・目的と意義 

・ルールとマナー 

・環境教育 

～なぜ、今キャンプなのか～ 

昼食    休憩 

●キャンプの指導〈理論〉 

・ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰの役割 

・ｷｬﾝﾌﾟｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ 

～ｷｬﾝﾌﾟ指導者のあり方～ 

（交流タイム含む） 

終了 

  

9:30 

10:00 

 

 

 

 

 

 

13:00 

 

 

 

 

16:00 

18:00 

19:00 

 

20:30 

 

受付 

●キャンプ生活技術〈実技〉 

・テント設営 

・ロープワーク 

・野外炊さん 

 

●キャンプでの諸活動 

〈実技〉 

・野外ゲーム 

・クラフト 

・自然観察･･･他 

 

●キャンプの対象〈理論〉 

・人、自然の理解 

夕食  休憩 

●交流ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ〈実技〉 

 ナイトプロ等 

入浴 フリー 

 

 

7:30 

  

 9:00 

 

 

 

12:00 

13:00 

 

 

14:30 

 

 

 

15:30 

 

起床 洗面 

朝食(野外炊さん) 

 身辺整理 

●キャンプの安全〈理論〉 

・安全の考え方 

・安全管理の実際 

・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの基本 

昼食  休憩 

●キャンプの安全〈実技〉 

・危険予知、危険回避 

・ファーストエイド 

講習修了 

●検定試験・諸手続 

 （資格取得希望者のみ） 

 

解散（予定） 

＊天候等による変更有 

キャンプインストラクター資格取得講習会 
 

http://www.harima-heights.com/
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2016年度 総会の開催 

〔2016年度 研究助成事業の受付開始〕 

                          兵庫県キャンプ協会会長  高見 彰 
 

 2016年度の総会を下記要領にて開催します。研究助成事業審査会も行い

ますので、申請希望者はご準備ください。総会は正会員(個人62、団体10が

登録)を構成員として開催しますが、一般会員の方もオブザーバー出席が可

能です。正会員には別途、出欠確認(委任状付)葉書を送付しますので、期

日までにご返送下さい。今回は前日に『キャンプ技大連発セミナー(BUC)』

を開講します。こちらのイベントにもぜひご参加ください。 
 

兵庫県キャンプ協会 ２０１６年度総会 
 

◎ 日 時：5月15日(日)10:00～12:00 (9:30より受付)  
 
◎ 会 場：ＯＡＡはりまハイツ 会議室  ☎０７９(４２４)３８４６ 

     加古川市日岡山(JR加古川線 加古川駅の次の日岡駅下車徒歩10分) 
          http://www.harima-heights.com 

 
◎ 議 題：・2015年度事業報告、会計報告について 

    ・役員の改選について（2016～2017年度） 
    ・2016年度事業計画、予算計画(案)、規約の一部改正について 
    ・2016年度研究助成事業審査 

 
◎ 研究助成事業について（１件５万円、２件まで） 

  キャンプ、野外活動の新たな展開や充実に資する研究や事業が対象。総会での提案
(ﾌﾟﾚｾﾞﾝ)の後、審査決定。翌年総会での成果報告が条件となります。 

  ＊希望者は５月10日(火)事務局必着にて応募下さい。申請は兵庫県会員に限ります。 
  ＊応募様式は協会ホームページからダウンロード又は事務局までお問合わせください。 
 
◎ その他：『キャンプ技大連発セミナー』参加者は宿泊朝食後、総会へ(下記参照) 

 
◎ 総会出席お申込み受付：５月１０日(火)迄(必着) 

正会員には別途、出席確認葉書を送付します。欠席時も委任状として必ずご返送
下さい。一般会員の希望者は期日までに、お名前・会員№をご通知ください。 
 

 

＊正会員の方ご注意！：２年続けての通知なし欠席者は自動的に正会員資格を失います。 
 
 

【キャンプ技大連発セミナー PartⅢ とことん野外調理
ク ッ キ ン グ

 (BUC) 
アウトドアに、美味い料理は欠かせない！キャンプといえば、やっぱり野外調理ですよね。    

用意された食材でなにを作るかは、グループ次第。ベテランは腕前を披露し、ビギナーは野外    

調理のプロ（？！）と共に、ダッチオーブンなど、「やってみたかった」調理法に挑戦してみる

プログラムです。また、投票で人気を集めたグループには豪華な賞品が……？できた料理を持ち

寄り、参加者全員で、総会前夜の美味しいひとときを作り上げませんか。 
 

日 時： ５月１４日(土) 14:30集合 １５時開始、１９時終了予定 

会 場： ＯＡＡはりまハイツ(野外炊さん場) 

参加費： 会員 2,000円 (食材・教材込)、宿泊は別途2,500円(朝食付)  

非会員は参加費2,500円、宿泊は別途3,000円必要となります 

定 員： 日帰り、宿泊合計で３０名程度   
 

食材と調理道具はご用意します。グループで話し合って、主食、デザート、酒

の肴などを作ってください。出来上がった料理で夕食を楽しく召し上がってい

ただきます。宿泊者にはナイトプログラムも！ 何をするかは当日のお楽しみ♪ 
 

※お申込みは℡、FAX、ﾒｰﾙにて事務局まで、定員にて締め切ります。 
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～『キャンプ コラム』 ～協会理事退任にあたって～ 
 

（理事 宗行 孝之介） 

「キャンプは出会いそのもの」 
 

神戸ＹＭＣＡでキャンプの仕事をさせてもらいはや三十有余

年、縁あって兵庫県キャンプ協会で役員も仰せつかって十年。

振り返れば初めてキャンプに行ったのは今から 50 年前の YMCA

余島キャンプです。１１泊１２日、小学３年生から６年生男子

のみというとんでもないキャンプでした。当時小学校３年生だ

った私には毎日毎日が晴天の霹靂。キャンプ期間がすぎて漸く

我が家に帰る関西汽船のなかで 「また来年も行こう！」 と決

意して回を重ね、結果としてキャンプを生業として過ごせたの

は本当に幸せであったと思っています。 

何が私をそんなに惹きつけたのでしょうか？ ひとつの要素は自然でしょう。いまひとつはヒト

とそれにまつわるキャンプ生活そのものではなかったかと思います。昨今しきりに 「アクティビ

ティ」という言葉が 使われますが、少年の私には「アクティビティ」は何にも記憶に残ってい

ません。でも、キャンプ中の 午睡のとき、遠くでスタッフリーダーの弾くギターの音が微かに聞

こえてくる、そしてそんな夏の日の午後が今もありありと脳裏に浮かびます。 

その後、YMCA でキャンプを仕事にすることになり、これにはあの余島の体験が影響したことは

間違いないでしょう。しかし、実際の世界は想像していたことを大きく裏切るものでした。ご存

知のとおり YMCA はキリスト教団体です。そしてそこから導き出される “Camper centered” 、

それは筋金入りのものでした。プログラムの案出の際に「何を伝えるか」ではなく「キャンパー

にとってそのプログラムはどんな(教育的な)意味を持つのか」を徹底的に突っ込まれます。とど

のつまりは「オマエがやりたいだけちゃうんか？」「それって価値観の押し付けやで！」と言わ

れてぐうの音も出なくなるのが我々の修行時代でした（言った方は今井鎮雄さんであったり近江

岸建助さんであったりしましたが）。 

さて、キャンプ中はキャンパーとリーダーが普段の生活から離れた 「小宇宙」 を形作ります。

そこではさまざまな出来事、特に人間関係におけるそれが宇宙空間における星のように現れては

消えてゆきます。一つ一つの事象に向き合おうがそうでなかろうが別に問題はありませんし、文

句を言う人もいません。しかし、その小宇宙のなかで起こったダイナミクスはキャンパーひとり

ひとりに刻まれます。そのことが 各人にさまざまな影響を及ぼす、このことの不可思議さに私

は惹かれたのだと思います。今日では「グループワーク」と一括りに言われますけれども、私は

その 「小宇宙」 に魅了されて、グループをはじめさまざまに実践体験を積んで来ましたが、い

つしかもっとプリミティブな不確定要素の塊である自然と、同様に予測不能なヒト、それらをグ

ループ、言い換えれば小宇宙の中で生活を共にする、そこで生まれては消えてゆくことに集中す

るようになりました。ですからその意味では 「出会い」や「共にある」ということがキーワード

であって、「アクティビティ」は単なる手段でしかありません。 

また、かつての私がそうであったように「人に気づかせる」「学ばせる」、はては「誘導する」 

というのは内発的動機付けが基本である体験学習、いやキャンプにはそぐわないと思います。 「気

づかせる」のではなく「気づいたこと」を共に喜び、仮に「気づかない」ことがあっても相手と

共に待てるのが真のキャンプカウンセラーではないでしょうか？ 

 最後になりましたが、協会ならびにキャンプ指導者皆様のご健勝を祈念しております。 

 

  
兵庫県キャンプ協会事務局 

 
〒650-0011 神戸市中央区下山手通 4-16-3 

       兵庫県民会館８階 OAA気付 

TEL/FAX ０７８(３３３)７６７７ 

 ＨＰ＝ http://hyogo.camping.or.jp/   

E-mail= hyogo@camping.or.jp 
 

※すべてのプログラムのお問い合わせ先です 

 

【編集後記】 

春を迎え、暖かい日が続くようになりました。この季節

は「旅立ち」と「出会い」の季節ですね。この春から、新

しい環境に身をおく方、新しいお仲間が加わる方、様々だ

と思います。新たな人との出会いは、ワクワクもあれば、

ドキドキありますよね。 

今年度も、キャンプ協会は様々な事業を展開していき  

ます。皆様にとって、ワクワク溢れる、良き出会いができ

る場をつくれたらと思います。        （H・H） 

http://hyogo.camping.or.jp/
mailto:hyogo@camping.or.jp

